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国
は
、「
公
営
住
宅
管
理
標
準
条
例（
案
）

に
つ
い
て
」
を
改
正
し
、
入
居
手
続
き
に
お

い
て
連
帯
保
証
人
が
連
署
す
る
請
書
の
提
出

に
関
す
る
規
定
を
削
除
し
て
い
る
が
、
長
崎

市
営
住
宅
条
例
で
も
削
除
で
き
な
い
か
。

�

長
崎
市
で
は
、
市
営
住
宅
の
家
賃
等
に

つ
い
て
未
払
い
債
務
の
連
帯
責
任
を
負
う
こ

と
や
緊
急
の
連
絡
先
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
条
例
で
「
請
書
」
の
提
出
を
規
定

し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
こ
の
度
の
国
の
改
正
を
契
機
と

し
て
、
特
に
単
身
高
齢
者
や
障
害
者
等
に
対

す
る
福
祉
的
観
点
か
ら
の
配
慮
を
含
め
、
入

居
手
続
き
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
、
他
都
市
の
状
況
も
参
考
と
し

な
が
ら
、
早
急
に
検
討
を
進
め
た
い
。

	

昨
年
7
月
に
核
兵
器
禁
止
条
約
が
採
択

さ
れ
た
が
、
署
名
国
か
ら
批
准
国
へ
と
前
進

し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
国
で
も
開
催
し
て

は
ど
う
か
。

�

長
崎
市
で
は
、
広
く
被
爆
の
実
相
を
伝

え
、
核
兵
器
廃
絶
の
世
論
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
に
、
広
島
市
と
共
同
し
て
ヒ
ロ
シ
マ
・

ナ
ガ
サ
キ
平
和
ア
ピ
ー
ル
推
進
委
員
会
を
設

公

明

党

単
身
高
齢
者
な
ど
住
宅
困
窮
者
の

公
営
住
宅
入
居
要
件
の
見
直
し

問答海
外
原
爆
展
の
取
り
組
み

問答

置
し
、
海
外
原
爆
展
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
未
批
准
国
に
お
い
て
原
爆
展
を
開
催
す
る

な
ど
被
爆
の
実
相
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
は
、

市
民
社
会
に
お
け
る
核
廃
絶
の
機
運
を
高
め
、

未
批
准
国
の
批
准
へ
の
世
論
を
強
く
後
押
し

す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
の
開
催
国
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、

従
来
の
選
定
基
準
に
加
え
、
未
批
准
国
で
の

開
催
に
つ
い
て
も
、
各
国
の
国
内
事
情
や
開

催
希
望
都
市
と
の
連
携
・
協
力
体
制
な
ど
を

考
慮
し
な
が
ら
、
推
進
委
員
会
に
お
い
て
協

議
し
て
い
き
た
い
。

	

こ
と
し
8
月
12
日
に
、
北
側
外
壁
の
モ

ル
タ
ル
が
剥
落
し
、
落
下
防
止
ネ
ッ
ト
の
中

で
発
見
さ
れ
た
。
近
年
、
想
定
を
超
え
る
暴

風
雨
の
被
害
が
各
地
で
発
生
し
て
い
る
中
、

見
学
者
の
安
全
性
確
保
の
た
め
、
新
た
な
防

止
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
増
加

す
る
外
国
人
見
学
者
の
た
め
に
、
展
示
解
説

の
多
言
語
化
に
取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

核
兵
器
禁
止
条
約
採
択
か
ら
発
効
ま
で

　
2
0
1
7
年
7
月
7
日
、
1
2
2
カ
国

の
賛
成
を
も
っ
て
採
択
さ
れ
、
2
0
1
8

年
9
月
27
日
現
在
、
69
カ
国
が
署
名
し
て

い
る
。
今
後
、
50
カ
国
以
上
が
批
准
す
る

（
署
名
国
が
国
内
法
上
の
手
続
に
従
い
、

最
終
的
な
確
認
と
同
意
を
す
る
行
為
）
こ

と
で
効
力
が
発
生
す
る
。

旧
城
山
国
民
学
校
校
舎
の
見
学
環
境

の
改
善

問

�

外
壁
の
剥
落
対
策
と
し
て
一
部
ネ
ッ
ト

を
設
置
し
、
北
側
や
西
側
の
外
壁
の
周
囲
に

は
侵
入
防
止
の
フ
ェ
ン
ス
を
設
置
し
て
い
る
。

壁
面
全
体
を
ネ
ッ
ト
で
覆
う
な
ど
の
新
た
な

対
策
に
つ
い
て
は
、
専
門
家
や
文
化
庁
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
を
進
め
た
い
。

　
ま
た
、
展
示
解
説
の
多
言
語
化
に
つ
い
て

は
、
被
爆
の
実
相
を
海
外
の
方
に
伝
え
る
重

要
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
充
実
に
努
め
た
い
。

	

今
後
、
公
共
施
設
を
整
備
す
る
に
当
た

り
、
風
で
は
な
く
、
天
井
や
壁
な
ど
を
冷
や

し
た
り
、
温
め
た
り
し
て
室
温
を
調
整
す
る

次
世
代
型
省
エ
ネ
空
調
で
あ
る
輻
射
式
冷
暖

房
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

�

空
調
設
備
の
整
備
で
は
、
施
設
利
用
者

の
利
便
性
は
も
ち
ろ
ん
、
整
備
費
や
維
持
管

理
費
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
観
点
な
ど
も
考
慮

し
な
が
ら
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
輻
射
式
の
設
備
は
、
設
置
時
の
初
期
コ
ス

ト
が
高
い
と
い
っ
た
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
も

の
の
、
そ
の
後
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
安

価
に
済
み
、
自
然
対
流
に
よ
る
体
に
優
し
い

空
調
が
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　
公
共
施
設
の
新
築
や
改
修
の
際
の
空
調
設

備
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
施
設
の
使
用
形

態
や
構
造
、
初
期
費
用
と
維
持
管
理
費
用
を

合
わ
せ
た
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
、
省
エ

ネ
効
果
な
ど
総
合
的
な
観
点
か
ら
最
も
ふ
さ

わ
し
い
手
法
を
判
断
し
て
い
き
た
い
。

答公
共
施
設
へ
の
輻ふ

く
射し

ゃ
式
冷
暖
房

シ
ス
テ
ム
の
導
入

問答

	

こ
れ
ま
で
の
主
な
取
り
組
み
と
関
連
事

業
費
、
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

�

ま
ち
ぶ
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
新
大

工
か
ら
浜
町
・
銅
座
を
経
て
大
浦
に
至
る

ル
ー
ト
を
「
ま
ち
な
か
軸
」
と
設
定
し
、
軸

を
中
心
と
し
た
エ
リ
ア
の
魅
力
づ
く
り
と
し

て
、
市
街
地
再
開
発
事
業
の
支
援
や
景
観
に

配
慮
し
た
道
路
整
備
等
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
地
域
や
市
民
団
体
、
企
業
、
大
学
な
ど

と
連
携
し
て
、
ま
ち
ぶ
ら
案
内
所
の
設
置
や

歳
時
の
顕
在
化
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。
関
連
事
業
費
と
し
て
は
、
平
成
29
年

度
ま
で
の
5
年
間
で
約
56
億
円
、
今
年
度
の

当
初
予
算
で
は
約
34
億
円
を
計
上
し
て
い
る
。

　
今
後
も
公
共
基
盤
整
備
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
多
く
の
皆
様
と
の
連
携
や
民
間
投
資

の
取
り
込
み

を
行
い
な
が

ら
、
魅
力
の

顕
在
化
や
情

報
発
信
の
強

化
な
ど
、
ま

ち
な
か
の
に

ぎ
わ
い
を
高

め
る
施
策
に

積
極
的
に
取

り
組
み
た
い
。

創
生
自
民

ま
ち
ぶ
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る

ま
ち
な
か
軸
の
魅
力
発
信

問答

▲にぎわい創出のため、中島川流域で 　　
開催された長崎歳時の一つ廿日えびす


